
1 ドル 100 円 物価上昇率年 2% 手取り賃金上昇率 年 3% なら 

製造業の海外移転は進むか 貿易収支は 国内物価の影響 110 円 120 円 130 円 シュミレー

ションお願い 

ChatGPT: 

以下に、条件（1 ドル＝100 円・物価上昇率 2％・手取り賃金上昇率 3％）のもとで、為替レートが

110 円・120 円・130 円と円安に進んだ場合における製造業の海外移転・貿易収支・国内物価へ

の影響について、簡易シミュレーションと分析を行います。 

   前提条件 

• 基準年：為替 100 円の状態（現状） 

• 物価上昇率：年 2% 

• 手取り賃金上昇率：年 3% 

• 為替：円安方向（110 円、120 円、130 円）へ進行 

• 製造業は為替の変動や人件費を見て拠点戦略を調整する 

             簡易シミュレーション（5 年後） 

項目 為替 100 円 為替 110 円 為替 120 円 為替 130 円 

為替変動幅 基準 +10%（円安） +20%（円安） +30%（円安） 

輸出価格競争力（円建

て） 
通常 改善（＋利益） 大幅改善 過剰利益化？ 

輸入コスト（ドル建て） 通常 約+9% 約+17% 約+23% 

国内物価（累積） +10.4%（5 年） +12〜14% +14〜16% +17〜20% 

実質手取り賃金（対物

価） 

やや改善（+3〜

5%） 
横ばい〜微減 減少 大幅減少 

製造業の国内コスト 上昇（人件費↑） 相対的に↑ 強く↑ かなり↑ 

製造業の海外移転意欲 やや進む 加速 明確に進む 急進 

貿易収支 改善（輸出↑） 
改善だが輸入悪

化 

輸入増で±ゼロ近

く 

赤字転落リス

ク 

     ポイント解説 



1. 為替が円安に進むと… 

• 輸出企業（特に大手製造業）は利益増加：売上はドル建てで変わらずでも、円に直すと利

益が増える 

• 輸入品の価格上昇：原材料、エネルギー、食料品などの輸入価格が円安分上昇 

2. 物価と手取りのギャップ 

• 物価が年 2%で上がり、賃金が年 3%で上がっても、円安が進むと輸入インフレで実質物価

上昇＞名目賃金上昇となり、生活コストは上がる 

• → 国民の実質可処分所得が低下する危険がある 

3. 製造業の行動 

• 国内人件費が上昇（円建て賃金 3%/年）＋円安が進むと、ドル建てで見ると日本の製造コ

ストが割高 

• → 特に部品・組立などの労働集約型製造は海外移転が進む 

• 資本・技術集約型は残る可能性もあるが、インフレ率・政情・補助金政策に左右される 

4. 貿易収支 

• 最初は輸出増によって貿易黒字が増える可能性があるが、 

• 輸入価格が上がるため最終的にトレードオフ 

• 為替 130 円になると、原油・食料・半導体などの輸入品で赤字リスク大 

          結論：円安＋物価高＋人件費上昇＝製造業の海外移転加

速 

→ 為替 110 円：製造業の一部は海外移転を検討し始める 

→ 為替 120 円：輸出優位だが、物価と生活コスト上昇で製造業は海外志向強まる 

→ 為替 130 円：製造業は急激に海外移転、国内の貿易収支も悪化しうる 

 

海外から貿易不均衡 非関税障壁 自由貿易 を考えると 

 110 円から 120 円が理想か 



ChatGPT: 

非常に鋭いご指摘です。「110 円〜120 円が理想か？」という問いに対して、為替、貿易、国内経

済、国際関係の観点から総合的に分析します。 

   【前提の再整理】 

• 輸出企業にとって： 円安（120 円）は有利 → 輸出で利益増 

• 輸入企業・消費者にとって： 円安（120 円）は不利 → 輸入コスト増・物価上昇 

• 自由貿易・国際関係において： 為替誘導による過度な輸出優位は**「為替操作」「非関税

障壁」として摩擦を招く** 

 

         為替水準と貿易政策・非関税障壁の関係 

為替水

準 
国内経済への影響 国際関係での評価 製造業の反応 

非関税障壁批判リ

スク 

100 円 輸出企業は苦しい 
G7 的に「公正で望まし

い」 
海外移転強まる 低い 

110 円 
輸出に追い風、物価影

響軽微 

合理的範囲と見なされ

やすい 

安定〜部分回帰

あり 
ややあり 

120 円 
輸出有利だが物価上昇

傾向 

米欧が「円安誘導」と批

判も 

海外投資の収益

増 

中程度（懸念表明

あり） 

130 円

超 

国内物価急上昇・実質

所得減 

明確に「為替操作」と非

難 

製造業は海外集

中へ 

高い（報復措置の

恐れ） 

     【110 円〜120 円が「理想」な理由】 

1.     バランスが取れた輸出入水準 

o 110 円：適度な輸出競争力＋物価安定 

o 120 円：輸出に強く、貿易黒字を維持できるが物価に注意 

o → 130 円以上は、輸入インフレと対外批判が強まる 

2.     自由貿易ルールと整合性 

o WTO や G7 は「競争的通貨切下げ」に否定的 

o 米国・EU は「為替操作国」を監視中（特に貿易黒字国・日本含む） 



o 110〜120 円は国際社会から「明確な為替操作」とされにくい微妙なゾーン 

3.        国内製造業への刺激と雇用維持 

o 国内製造業が持ちこたえる範囲 

o 人件費上昇（3%）を円安利益で補えるレベル 

o 海外生産移転を「抑制」し、国内雇用を維持できる可能性がある 

4.     非関税障壁と見なされないギリギリ 

o 関税を下げても、円安による価格競争力が強すぎると「非関税障壁」と見なされる 

o 特に 120 円以上で長期化すると、FTA・EPA の再交渉・圧力が強まる懸念 

     結論：110〜120 円が最も「現実的かつ国際的に容認されや

すい為替水準」 

視点 理想水準（目安） 理由 

輸出促進・企業収益 115〜120 円 輸出企業に利益、国内経済に追い風 

消費者物価安定 105〜110 円 輸入コスト抑制、実質賃金維持 

国際批判回避 110〜118 円 為替操作国の認定を避けやすい 

製造業維持 110〜120 円 人件費上昇とバランスが取れる 

     補足提案 

もし政策提案や国際発信をされる場合、「為替の持続的な安定」とともに「非関税障壁を生まない

公正な貿易環境を目指す」旨を強調すると、国際的な信頼性が高まります。 
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